
 ━━━━━━━2025.7.31 配信━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 児童養護施設等サポーター通信 

 ▼児童養護施設等サポーターHPはこちら▼ 

  https://www.pref.gifu.lg.jp/page/13485.html  

 ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 平素は岐阜県児童養護施設等サポーター事業に格別のご理解とご協力を賜り、誠にありがとうご

ざいます。 

 本メールは、児童養護施設等サポーターのご登録企業様あてにお送りしております。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

◆◆ Ｉ Ｎ Ｄ Ｅ Ｘ ◆◆ 

 

【1】 児童養護施設等ってどんなところ？ 

    ～第 68回 児童養護施設 樹心寮～ 

【2】 サポートのご報告 

   ～東海テック株式会社 様からご支援いただきました～ 

【３】 サポートのお願い 

   ～児童養護施設等 2施設～ 

【4】 県からのお知らせ 

   ～令和 7年度 ヤングケアラー研修会～ 

 

 

★☆★━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┃ 【1】児童養護施設等ってどんなところ？ 

┃  ～第 68回 児童養護施設 樹心寮～ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆★☆━ 

 

○このコーナーでは毎号県内の児童養護施設等を 1 件ご紹介し、皆様に子どもたちの元気な様子

をお伝えします！ 

 

 今回は大野町にあります、児童養護施設 樹心寮をご紹介します。 

 

◆児童養護施設 樹心寮はどういうところ？ 

児童養護施設 樹心寮は自然豊かな大野町にあり、敷地内に大野子ども家庭支援センター「ここ

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/13485.html


ろ」と里親支援センター「こころ」を併設しています。様々な事情により家庭で生活できない、概ね 1

歳から 20歳までのお子さんをお預かりし、生活の中で養育・自立支援を行っています。 

8棟の分園型小規模グループケアホームで運営しています。兄弟が原則同じホームで生活がで

きるよう、男女混合縦割り制をとっています。食事を大切にしており、各ホームで職員が手作りし、より

家庭に近い温かい雰囲気で子どもたちと生活できるよう取り組んでいます。子どもたちは色々な思い

を抱えながらも毎日元気よくのびのびと生活をしています。 

今年度から児童自立支援事業にも取り組んでいます。自立した日常生活を送るため、また安定し

た就労や就学を継続して行うために一時的に施設を利用して自立に向けた取り組みをしていくことが

この事業を行う意味です。退居した後も定期的に生活拠点や職場への訪問を行い、また事業所に

来所してもらい、日常生活、職場環境、金銭面等での相談に応じ、自立生活が良好に送れるよう継

続的な関わりを持ちます。 

 

◆年間のイベント等には、どのようなものがありますか？ 

7月にボランティアさんと一緒に開催するうなぎの会、11月にボランティアさんに感謝を伝える恩

祭、12月にお餅つき、3月に卒寮を祝う門出の会などがあります。その他ホームで季節に合わせて

キャンプや海に出かけたりしています。また、お誕生日にはお誕生日会を開き、手作りケーキでお祝

いします。 

 

◆子どもたちの生活の様子を教えてください。 

平日は地域のこども園や小中学校、高校に通っています。高校生で進学を目指している子は塾に

通ったり、就職を目指している子はアルバイトをしたりして社会経験を積みながら自立に向けて頑張っ

ています。 

休日は職員と一緒に買い物に出かけたり、天気の良い日は近くの公園にみんなで遊びに行くことも

あります。ホームの中では子どもと一緒に食事やおやつ作りをしたり、テレビを見たり、宿題をしたり、リ

ビングでゆっくり過ごしています。 

 

◆子ども達の夢や目標は何ですか？ 

子どもたちの夢や目標はそれぞれです。将来の夢を持っている子もいれば、色々な経験をしてこ

れから考えようとしている子もいます。 

 

◆どういうサポートを求めますか？ 

機会がございましたら、子どもたちの職業体験の受け皿になっていただけると助かります。 

 

 



◆サポーターの皆さんへ一言！ 

いつも温かいご支援をいただきまして、誠にありがとうございます。 

皆様からの温かい応援・ご協力をいただく中で、子どもたちが背中を押され日々成長しています。

様々な経験を通して社会自立に向かっていけるよう、今後もよろしくお願いいたします。 

 

◆施設からのメッセージ 

子どもたちは、施設を退所するときまだまだ未熟な状態です。退所後は、支えてくれる方々と相談

しながら協力しながら、一緒に子どもたちを支えていきたいと思っています。今後もよろしくお願いいた

します。 

 

 

◆Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ Ｍ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ◆∵∴∵∴∴∴ 

∵施設名 児童養護施設 樹心寮 

∵住 所 岐阜県揖斐郡大野町桜大門 541番地 

∵定 員 48名 

∵現 員 46名 

（令和 7年 7月 20日現在） 

∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴∵∴ 

 

★☆★━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┃【２】サポートのご報告 

┗━━━━━━━━━━━━━━☆★☆━━ 

 

○このコーナーでは、サポーターの皆様にご支援いただいた事例をご紹介いたします。 

 

◆東海テック株式会社 様 

県内の乳児院へ、紙おむつ及びおしりふきをご寄付いただきました。(R7.4.3) 

ありがとうございました。 

 

★☆★━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┃【３】サポートに関するお願い 

┗━━━━━━━━━━━━━━☆★☆━━ 

 

○現在、児童養護施設等の２施設から支援のお願いがあります。 

 



＜麦の穂乳幼児ホームかがやき＞ 

【内容】・消耗品のご寄付は大変ありがたいです。活用させていただきます。 

（おしりふき・バスタオル・ミニタオル・洗剤・紙パンツ M L BIG 等） 

【連絡先】 住所：中津川市千旦林 1468-52 

           電話番号：0573-78-0270 

 

＜自立援助ホーム Ohanaの家＞ 

【内容】・買い替えなどでご不要になった家電製品のご寄付を頂けるととても助かります。 

   ・多少の汚れ、キズ、へこみなどは問題がありませんが、製造より 10年を経過しているもの、

故障しているものはご遠慮ください。製品の状態や遠隔地の場合などお断りすることもありま

す。 

 

     ≪頂けると助かる家電製品 ≫ 

      ・テレビ(21～24 インチ程度)  

・冷蔵庫(150～200L程度のもので冷凍庫が分かれているもの) 

・洗濯機(5～6Kg くらいの全自動) 

・炊飯器(3～5合炊き) 

・ガスコンロ(都市ガス・プロパン問わず、2口、3口あるもの) 

・電子レンジ(オーブン機能があるとなおよい) 

・オーブントースター 

 

【背景】・当自立援助ホームを退居していく子どもたち(女の子)は、ほとんどの子がアパートを借りて自

立していきます。Ohanaの家にいる間にアルバイトをして貯金をしていますが、アパートの初

期費用や当面の生活費など 10代の子どもたちにとっては多額なお金が必要となります。一

般的な家電製品購入はかなりの負担になるため、これまで寄付で頂いた中古家電などを持

たせていましたが、在庫がなくなってきました。 

     ・ご寄付頂けるものがあれば、Lalaの部屋までご連絡ください。 

 

【連絡先】 （福）岐阜羽島ボランティア協会 Lalaの部屋 

電話番号：058-322-5066 

 

 

サポーター企業様のご支援を受け、貴重な体験や思い出、皆様の温かい想いを糧としながら、子ど

もたちは日々成長しています。 

今後ともご支援のほど、よろしくお願いいたします。 

 



★☆★━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┃【４】県からのお知らせ 

┗━━━━━━━━━━━━━━☆★☆━━ 

 

○岐阜県子ども家庭課から令和 7年度 ヤングケアラー研修会について、お知らせします。  

 

県では、福祉・教育・医療等幅広い関係者がヤングケアラーについて学び、支援のための基本的

な認識を共有することにより、ヤングケアラーに対する認知度及び支援技術向上を図るため、下記の

とおり研修会を開催します。 

 ヤングケアラー支援の第一線で活躍している現役ＳＳＷによる講演会と、福祉，教育，行政の各

分野からパネリストをお招きし、トークセッションを行います。大変貴重な機会ですので、幅広いご関係

の皆様の参加をお待ちしております。 

 

【日 時】 令和 7年 8月 18日 （月） 13：30～16：30 （開場：12：30） 

【会 場】 岐阜県庁 1階 ミナモホール （所在地：岐阜県薮田南 2丁目 1番 1号） 

        ※ 駐車台数には限りがございます。乗り合わせもしくは公共交通機関のご利用もご検

討ください。 

【研修内容】 第 1部： 孤立させない支援～小さな変化を見逃さないために～ 

               講師：黒光 さおり 氏 （尼崎市教育委員会ＳＳＷ）  

          第 2部： トークセッション 

【参加費】 無料 

【定 員】 先着順 350名 事前申込制 （申込期限：令和 7年 8月 14日(木) 12時まで） 

【申込方法】 申込 URL又は岐阜県 HP よりお申込みください。 

         申込 URL： ＜https://logoform.jp/form/T8mB/1075952＞ 

 

           QR コード： 

 

岐阜県 HP：＜https://www.pref.gifu.lg.jp/page/244951.html＞ 

 

ご不明な点等ございましたら、下記までご連絡ください。 

【お問合せ】 岐阜県 子ども・女性部 子ども家庭課 児童養護第一係 

ＴＥＬ：058-272-1111 （内線 3559） 

E-mail：c11217@pref.gifu.lg.jp 

 

 

 

 

https://logoform.jp/form/T8mB/1075952
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/244951.html
mailto:c11217@pref.gifu.lg.jp


 

次回の配信は 9月 30日頃を予定しております。 

今後とも児童養護施設等サポーター事業へのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏ 

┏┏┏ 

┏┏  【発行】岐阜県庁 子ども・女性部 子ども家庭課 児童養護第一係 

┏   住 所:〒500-8570 岐阜県岐阜市薮田南 2-1-1 

┌   T E L :058-272-8325／F A X :058-278-2644 

┌   E-mail:c11217@pref.gifu.lg.jp  

┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌┌ 

 


